
全庁的なＢＰＲへの取り組み

出産応援給付金業務
システム内製化

子育て応援給付金業務
システム内製化

削減効果 削減効果

約94万円/年

（471時間/年）

約120万円/年

（600時間/年）

計214万円/年（1,071時間/年）



出産・子育て応援ＤＸに取り組んだ成果

勤務時間中は電話する時間もなかなか取れないが、
オンラインの情報だけで不明点が解決した！

勤務終了後の夜間にオンライン申請したところ、
書類不備の連絡もなく手続きが済んだ！

こどもが泣きやまなくて周囲に迷惑をかけることが
心配だが、窓口での手続きをせずに済んだ！

夫が仕事から帰ってきた後に、一緒に相談しながら
乳幼児健康診査の日程を決めて、予約もできた！

こどもが全員寝た夜間に、子育て応援給付金の手続
きができた！

つわりがひどくても、外出せずに妊娠関連手続きが
できた！


